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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期
第３四半期
連結累計期間

第71期
第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

第71期
第３四半期
連結会計期間

第70期

会計期間

自　平成22年
１月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成23年
１月１日

至　平成23年
９月30日

自　平成22年
７月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成23年
７月１日

至　平成23年
９月30日

自　平成22年
１月１日

至　平成22年
12月31日

売上高（百万円） 63,250 59,478 21,462 20,581 82,752

経常利益（百万円） 6,166 4,021 1,718 752 7,587

四半期（当期）純利益（百万円） 4,383 2,370 1,199 118 5,260

純資産額（百万円） ― ― 174,763 169,725 174,570

総資産額（百万円） ― ― 186,911 180,734 185,408

１株当たり純資産額（円） ― ― 4,987.894,844.224,982.43

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
125.09 67.67 34.24 3.37 150.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― ― ―

自己資本比率（％） ― ― 93.5 93.9 94.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,342 98 ― ― 5,457

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,749 △1,584 ― ― 8,601

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,507 △3,510 ― ― △3,507

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
― ― 62,561 61,590 67,540

従業員数（人） ― ― 40,397 35,260 37,466

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。 
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、以下の会社を新たに連結の範囲に含めております。

名称 住所 資本金 主要な事業の内容
議決権の所有割合

（％）　
関係内容

（連結子会社）

万宝至馬達（江西）

有限公司　

中華人民共和国江西省

ガン州開発区金龍路
RMB　 42,723千

小型モーター

および同部品の

生産・販売

100.0

(100.0)

役員の

兼任３名

　

（注） １．有価証券届出書または有価証券報告書を提出している会社ではありません。

２．万宝至馬達（江西）有限公司に対する出資比率は、当社の100.0％出資子会社である萬寶至實業有限公司が

100.0％でありますので、実質100.0％所有の子会社であります。

３．議決権の所有割合欄の（内書）は、間接所有割合であります。　

　

　　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年９月30日現在

従業員数（人）
35,260 

[268]
(2,125)

　（注）１．従業員数は、就業人員であります。

２．連結子会社１社は、委託加工生産を実施しており、従業員数欄の（内書）は、委託加工契約先から派遣され、

当社グループで就業する人員であります。

３．従業員数欄の［外書］は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間における平均雇用人員であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成23年９月30日現在

従業員数（人） 756 [75]

　（注）１．従業員数は、就業人員であります。

２．従業員数欄の［外書］は、臨時従業員の当第３四半期会計期間における平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　生産実績のセグメント情報の記載はすべて「アジア」セグメントとなるため、当第３四半期連結会計期間におけ

る小型モーターの生産実績は、生産拠点別に示しております。

区分 生産拠点 数量（千個） 前年同四半期比（％）

小型モーター

東莞マブチ　 70,297 661.5

鷹潭マブチ 15,256 27.1

道ジャオマブチ 87,194 －

大連マブチ 40,091 △12.3

瓦房店マブチ 45,495 △1.6

江蘇マブチ 3,102 14.7

ベトナムマブチ 107,911 △3.7

ダナンマブチ 40,906 △4.4

台湾マブチ 1,707 4.8

合計 411,962 △5.3

　（注）　当社グループの生産・販売品目は小型モーター単品であり、価格差も僅少であることから、数量表示のみで記載

しております。

 

(2）受注状況

　当社グループは、主として需要予測に基づく見込生産方式をとっておりますので、受注状況については、記載して

おりません。

 

(3）販売実績

　販売実績のセグメント情報の記載は、小型モーターに関する単一の事業分野であるため省略しております。なお、

当第３四半期連結会計期間における小型モーターの販売実績を市場別に示すと、次のとおりであります。

区分 市場 金額（百万円） 前年同四半期比（％）

小型モーター

自動車電装機器 10,080 0.7

音響・映像機器 2,378 △17.2

光学・精密機器 3,777 △4.0

家電機器・工具・玩具 4,316 △6.7

合計 20,552 △4.1

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　　

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　　当第３四半期連結会計期間における世界経済は、新興国においては不安定ながらも成長を持続した一方、先進国に

おいてはユーロ圏の金融不安の影響が拡大し、成長鈍化の兆しが見られました。わが国経済は、震災の影響により落

ち込んだ後、当初の想定を上回るペースで回復してきましたが、足下においては、欧米経済の減速懸念や円高といっ

た回復を鈍化させるリスクが高まる状況となりました。

　　このような景況下、当社モーター販売実績は、数量は前年同期比0.8％増加、金額は前年同期比4.1％減少となりまし

た。これらの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は205億８千１百万円（前年同期比4.1％減）となっており

ます。

　次に、当第３四半期連結会計期間の市場別動向と販売状況についてご説明いたします。 

　

①　自動車電装機器市場 

　当市場における売上高は、100億８千万円（前年同期比0.7％増）となりました。主要用途であるミラー用、ドア

ロック用などの日本車向け需要は震災の影響で減少していましたが、第３四半期において急激に回復し、その他

の地域向けや重点強化事業であるパワーウインドウ用なども合わせて、ほぼ全ての用途が堅調な状況でありまし

た。

②　音響・映像機器市場 

　当市場における売上高は、23億７千８百万円（前年同期比17.2％減）と減少しました。CD（カーCD）プレーヤー

用は、震災により減少した需要が回復しましたが、DVDプレーヤー用は顧客の在庫調整と年末商戦向けの需要減に

より大幅に減少しました。

③　光学・精密機器市場 

　当市場における売上高は、37億７千７百万円（前年同期比4.0％減）と減少しました。インクジェットプリン

ター用、デジタルカメラ用ともに、震災により減少した需要が回復しましたが、年末商戦向けは、前年に比べ減少

しました。PCドライブ用は、堅調に推移し前年並みの売上となりました。

④　家電機器・工具・玩具市場 

　当市場における売上高は、43億１千６百万円（前年同期比6.7％減）と減少しました。ヘアードライヤー用、歯ブ

ラシ用、電動工具用は好調を維持しましたが、他の用途は年末商戦向けの需要減から減少となりました。　

　

　次に、営業利益につきましては、販売費及び一般管理費は減少したものの、製品の主要材料である銅や鋼材および

レアアースの価格高騰による材料費の上昇により、９億７千４百万円（前年同期比43.8％減）となりました。経常

利益は、スクラップ材料売却収入の増加などで営業外収益が増加しましたが、為替差損の増加などにより７億５千

２百万円（前年同期比56.2％減）となりました。税金等調整前四半期純利益は、海外子会社における臨時退職金の

発生などにより５億２千２百万円（前年同期比69.1％減）となりました。四半期純利益は、連結決算上税効果資産

の見積り変更などで連結実効税率が上昇し、１億１千８百万円（前年同期比90.2％減）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は、第２四半期連結会計期間末に比べ25億２千６百

万円減少し、615億９千万円となりました。

　（営業活動によるキャッシュフロー）

　　当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュフローは、１億６千８百万円の収入（前年同期比

93.5％減）となりました。主な要因は、税金等調整前四半期純利益（５億２千２百万円）、減価償却費（８億２千１

百万円）、売上債権の増加額（７億７百万円）、たな卸資産の増加額（７億５千５百万円）、仕入債務の増加額（７

億１千２百万円）などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュフロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュフローは、１億２千５百万円の収入（前年同期比

96.6％減）となりました。主な要因は、有価証券の売却による収入（88億８千５百万円）が取得による支出（50億

７千９百万円）を上回ったものの、固定資産の取得による支出（21億８百万円）が売却による収入（２千１百万

円）を上回ったことや、投資有価証券の取得による支出（25億１百万円）などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュフロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュフローは、17億５千４百万円の支出（前年同期比

0.0％減）となりました。主な要因は、配当金の支払額（17億５千３百万円）であります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、６億９千１百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末に対して46億７千３百万円減少し、1,807億３千４百万円とな

りました。前連結会計年度末に対し変動の大きかった主なものは、有価証券の増加19億８千万円、商品及び製品の増

加11億１千１百万円、有形固定資産の増加12億１百万円、現金及び預金の減少101億８千９百万円、投資有価証券の

減少10億６千６百万円などであります。

　　負債合計は、前連結会計年度末に対して１億７千万円増加し、110億９百万円となりました。前連結会計年度末に対

し変動の大きかった主なものは、未払法人税等の増加１億６千１百万円、賞与引当金の増加３億６千２百万円、支払

手形及び買掛金の減少１億４千８百万円、生産拠点閉鎖損失引当金の減少２億８千４百万円などであります。

　　純資産合計は、前連結会計年度末に対して48億４千４百万円減少し、1,697億２千５百万円となりました。自己株式

の消却により利益剰余金と自己株式が同額（143億６千万円）減少、為替換算調整勘定が34億８千１百万円減少し

ております。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 39,875,881 39,875,881
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株 

計 39,875,881 39,875,881― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年７月１日

～平成23年９月30日
－ 39,875,881 － 20,704 － 20,419

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。なお、金融商品取引法の「株券等の大量保有の状況に関する開示」制度に基づき、以下のとおり大量保有報

告書により報告を受けておりますが、実質所有株式数の確認ができておりません。

氏名又は名称 提出日
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

トレードウィンズ・グローバル・インベスター

ズ・エルエルシー
平成21年６月５日 2,417　 5.51

シルチェスター・インターナショナル・インベ

スターズ・エルエルピー
平成23年９月14日 2,005 5.03
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式） 

普通株式

　　 4,839,100

－

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式

完全議決権株式（その他）
普通株式

 34,979,400
349,794 同上

単元未満株式
普通株式　

  　　　　　　　57,381
－ 同上

発行済株式総数 39,875,881 － －

総株主の議決権 － 349,794 －

　 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 

マブチモーター株式会社

千葉県松戸市松飛台

430番地
4,839,100 ― 4,839,100 12.14

計 － 4,839,100 ― 4,839,100 12.14

　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 4,305 4,265 4,110 4,065 4,060 4,140 4,165 4,020 3,665

最低（円） 4,015 4,035 3,200 3,810 3,865 3,915 3,970 3,220 3,305

　（注）　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

　

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年１月１日から

平成23年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平

成22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 53,576 63,765

受取手形及び売掛金 12,229 11,449

有価証券 23,469 21,488

商品及び製品 11,685 10,574

仕掛品 961 940

原材料及び貯蔵品 5,073 4,574

未収還付法人税等 112 206

繰延税金資産 471 796

その他 2,802 1,650

貸倒引当金 △234 △224

流動資産合計 110,148 115,221

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 37,377 38,764

減価償却累計額 △22,251 △22,782

建物及び構築物（純額） 15,125 15,982

機械装置及び運搬具 28,500 33,254

減価償却累計額 △20,393 △25,749

機械装置及び運搬具（純額） 8,106 7,504

工具、器具及び備品 11,112 11,877

減価償却累計額 △9,525 △10,432

工具、器具及び備品（純額） 1,587 1,445

土地 6,019 6,022

建設仮勘定 2,138 821

有形固定資産合計 32,977 31,775

無形固定資産 639 482

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 35,080

※1
 36,146

長期貸付金 47 59

繰延税金資産 1,019 869

その他 853 986

貸倒引当金 △31 △133

投資その他の資産合計 36,969 37,928

固定資産合計 70,586 70,186

資産合計 180,734 185,408

EDINET提出書類

マブチモーター株式会社(E01944)

四半期報告書

12/30



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,591 3,739

未払法人税等 586 424

賞与引当金 576 214

役員賞与引当金 22 37

生産拠点閉鎖損失引当金 96 381

繰延税金負債 0 0

その他 4,491 4,490

流動負債合計 9,364 9,286

固定負債

退職給付引当金 399 387

資産除去債務 16 －

繰延税金負債 5 5

その他 1,223 1,158

固定負債合計 1,644 1,551

負債合計 11,009 10,838

純資産の部

株主資本

資本金 20,704 20,704

資本剰余金 20,419 20,419

利益剰余金 188,127 203,625

自己株式 △34,746 △49,105

株主資本合計 194,505 195,644

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △481 △257

為替換算調整勘定 △24,299 △20,817

評価・換算差額等合計 △24,780 △21,074

純資産合計 169,725 174,570

負債純資産合計 180,734 185,408
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 63,250 59,478

売上原価 45,653 44,812

売上総利益 17,596 14,666

販売費及び一般管理費 ※1
 12,064

※1
 11,842

営業利益 5,531 2,824

営業外収益

受取利息 527 436

受取配当金 65 67

スクラップ材料売却収入 673 883

その他 194 465

営業外収益合計 1,460 1,852

営業外費用

株式関係費 33 32

為替差損 698 505

遊休資産減価償却費 12 7

その他 81 110

営業外費用合計 825 656

経常利益 6,166 4,021

特別利益

固定資産処分益 1 477

投資有価証券売却益 82 10

貸倒引当金戻入額 10 －

特別利益合計 94 487

特別損失

固定資産処分損 35 53

減損損失 － ※2
 85

臨時退職金 55 241

投資有価証券評価損 200 51

貸倒引当金繰入額 － 8

リース解約損 － 20

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16

特別損失合計 291 476

税金等調整前四半期純利益 5,969 4,032

法人税等 1,586 1,661

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,370

四半期純利益 4,383 2,370
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 21,462 20,581

売上原価 15,779 15,724

売上総利益 5,683 4,857

販売費及び一般管理費 ※
 3,950

※
 3,883

営業利益 1,733 974

営業外収益

受取利息 193 138

受取配当金 0 0

スクラップ材料売却収入 214 404

その他 35 221

営業外収益合計 443 764

営業外費用

株式関係費 7 5

為替差損 415 924

遊休資産減価償却費 3 2

その他 31 54

営業外費用合計 457 986

経常利益 1,718 752

特別利益

固定資産処分益 0 △10

特別利益合計 0 △10

特別損失

固定資産処分損 20 47

減損損失 － △0

臨時退職金 8 169

投資有価証券評価損 － 3

特別損失合計 28 219

税金等調整前四半期純利益 1,690 522

法人税等 491 404

少数株主損益調整前四半期純利益 － 118

四半期純利益 1,199 118
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,969 4,032

減価償却費 2,636 2,438

減損損失 － 85

退職給付引当金の増減額（△は減少） △511 24

受取利息及び受取配当金 △592 △504

為替差損益（△は益） 479 299

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △82 △10

有形固定資産処分損益（△は益） 33 △423

投資有価証券評価損益（△は益） 200 51

生産拠点閉鎖損失引当金の減少額 △648 △275

売上債権の増減額（△は増加） △1,876 △985

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,259 △2,766

仕入債務の増減額（△は減少） 527 △174

その他 1,124 △1,170

小計 3,000 620

利息及び配当金の受取額 573 497

利息の支払額 △0 －

法人税等の支払額 △786 △1,019

法人税等の還付額 554 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,342 98

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12,205 △10,370

定期預金の払戻による収入 11,393 11,392

有価証券の取得による支出 △7,498 △11,489

有価証券の売却による収入 16,031 17,464

固定資産の取得による支出 △2,349 △4,605

固定資産の売却による収入 30 594

投資有価証券の取得による支出 △7,395 △6,394

投資有価証券の売却による収入 6,886 1,998

その他 △143 △173

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,749 △1,584

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △3,501 △3,508

自己株式の取得による支出 △6 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,507 △3,510

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,661 △954

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 922 △5,950

現金及び現金同等物の期首残高 61,639 67,540

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 62,561

※
 61,590
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1）連結の範囲の変更

　　第３四半期連結会計期間より、万宝至馬達（江西）有限公司を新たに設

立したため、連結の範囲に含めております。　

(2）変更後の連結子会社の数

　　20社　

２．持分法の適用に関する事項の変更 　該当事項はありません。 

３．会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

　なお、この変更による損益への影響額は軽微です。　

 

　

【表示方法の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

四半期連結損益計算書関係 　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月

26日）に基づく財務諸表規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月

24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

 
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

四半期連結損益計算書関係 　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月

26日）に基づく財務諸表規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月

24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省

略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法

により算出する方法によっております。

固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。

　 

　

EDINET提出書類

マブチモーター株式会社(E01944)

四半期報告書

17/30



【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
 
 

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日 
 至　平成23年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

※１　非連結子会社に係る注記

　非連結子会社に対するものは次のとおりです。

※１　非連結子会社に係る注記

　非連結子会社に対するものは次のとおりです。

投資有価証券（株式） 70百万円 投資有価証券（株式） 70百万円

　２　偶発債務　　　　　　　　 　 　２　偶発債務　　　　

貴金属先物買付契約残高 4,896百万円 貴金属先物買付契約残高 118百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 4,952百万円

退職給付費用 295百万円

貸倒引当金繰入額 48百万円

研究費 548百万円

減価償却費 964百万円

――――――

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 5,015百万円

退職給付費用 329百万円

貸倒引当金繰入額 25百万円

研究費 581百万円

減価償却費 884百万円

※２　減損損失

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループは

以下の資産グループについて減損損失を計上しまし

た。

場所 千葉県松戸市 中国大連市

用途 倉庫
モーター部品製造

設備

種類
建物及び構築物、機

械装置

建物、機械装置及び

器具備品

減損

損失

建物及び構築物14

百万円、機械装置５

百万円、計20百万円

建物42百万円、機械

装置21百万円、器具

備品０百万円、計64

百万円

　

　当社グループは販売・生産拠点別を基礎としてグ

ルーピングを行い、将来使用見込みのない遊休資産に

ついては個々の資産毎に減損の兆候を判定しておりま

す。

　これらの資産グループのうち、第２四半期連結累計期

間において廃止を決定し、使用を停止した本社製品倉

庫ならびに中国大連市の生産子会社のモーター部品製

造設備について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として計上しております。

　なお、回収可能価額は使用価値にて測定しますが、将

来キャッシュ・フローが見込めないため、零としてお

ります。　

 　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 1,722百万円

退職給付費用 99百万円

貸倒引当金繰入額 19百万円

研究費 201百万円

減価償却費 332百万円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 1,756百万円

退職給付費用 120百万円

貸倒引当金繰入額 29百万円

研究費 203百万円

減価償却費 304百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 60,008

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △4,953

有価証券勘定 23,842

価値の変動についてリスクを負う有

価証券 
△16,335

現金及び現金同等物 62,561

 

 （百万円）

現金及び預金勘定 53,576

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △2,426

有価証券勘定 23,469

価値の変動についてリスクを負う有

価証券 
△13,029

現金及び現金同等物 61,590

 

 

　

（株主資本等関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　39,875,881株 

  

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 4,839,217株 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日

定時株主総会
普通株式 1,751 50 平成22年12月31日平成23年３月31日利益剰余金

平成23年８月12日

取締役会
普通株式 1,751 50 平成23年６月30日平成23年９月16日利益剰余金

　　

　(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当事項はありません。 

　

５．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成23年２月15日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式を消却すること

を決議し、次のとおり自己株式を消却いたしました。これにより、利益剰余金および自己株式がそれぞれ14,360

百万円減少しております。

　

　(1) 消却した株式の種類　　当社普通株式

　(2) 消却した株式の総数　　2,000,000株

　(3) 消却実施日　　　　　　平成23年３月４日

 

　

EDINET提出書類

マブチモーター株式会社(E01944)

四半期報告書

20/30



（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループは、小型モーターに関する単一事業分野において事業活動を展開しており、単一事業部門で組織さ

れているため、事業の種類別セグメントに関連づけた説明は記載しておりません。

 

　

【所在地別セグメント情報】

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

日本
（百万円）

アジア
（百万円）

アメリカ
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 3,02213,6361,955 2,84821,462 ― 21,462

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
11,80511,341 0 ― 23,146(23,146) ―

計 14,82824,9771,955 2,84844,609(23,146) 21,462

営業利益 583 950 110 130 1,775 △42 1,733

　

 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

日本
（百万円）

アジア
（百万円）

アメリカ
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 9,52638,9995,781 8,94363,250 ― 63,250

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
34,01632,650 0 ― 66,666(66,666) ―

計 43,54271,6505,781 8,943129,917(66,666) 63,250

営業利益 1,797 3,057 245 348 5,448 82 5,531

　（注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．日本以外の区分に属する主な国または地域

(1）アジア　　 …… 中国・香港、シンガポール、台湾、マレーシア、ベトナム、韓国

(2）アメリカ　 …… 米国

(3）ヨーロッパ …… ドイツ

　

 

EDINET提出書類

マブチモーター株式会社(E01944)

四半期報告書

21/30



【海外売上高】

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

アメリカ地域 ヨーロッパ地域 アジア・他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 1,955 2,867 14,116 18,939

Ⅱ　連結売上高（百万円）    21,462

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
9.1 13.3 65.8 88.2

　

 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

アメリカ地域 ヨーロッパ地域 アジア・他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 5,824 8,985 40,783 55,593

Ⅱ　連結売上高（百万円）    63,250

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
9.2 14.2 64.5 87.9

　（注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国または地域

(1）アメリカ地域　　 …… 米国、中南米、カナダ

(2）ヨーロッパ地域　 …… ドイツ、イギリス他

(3）アジア・他の地域 …… 中国・香港、シンガポール、韓国他

３．海外売上高は、親会社の輸出高ならびに本国以外の国に所在する連結子会社の売上高の合計額（ただし、連

結会社間の内部売上高を除く）であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

　当社グループは、小型モーターを製造・販売する単一事業となっております。国内においては当社が、海外

においてはアジア、アメリカ、ヨーロッパ等の各地域を現地法人が、それぞれ担当しております。現地法人は

それぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について現地法人が、各地域において包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「アジア」、「アメリカ」および「ヨーロッパ」の４つを報告セグメントとしております。　　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）　

（単位：百万円）　

 
報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）日本 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高                             

(1）外部顧客への売上高 7,22437,1835,701 9,36959,478 ― 59,478

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
33,03233,617 － ― 66,650(66,650)―

計 40,25670,8015,701 9,369126,129(66,650)59,478

セグメント利益又は損失（△） △1,412 2,814 281 225 1,909 915 2,824

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）　

（単位：百万円）　

 
報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）日本 アジア アメリカ ヨーロッパ 計

売上高                             

(1）外部顧客への売上高 2,62113,0481,853 3,05820,581 ― 20,581

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
11,45612,042 － ― 23,498(23,498)―

計 14,07725,0901,853 3,05844,080(23,498)20,581

セグメント利益又は損失（△） △654 1,208 87 93 735 238 974

（注）１．当第３四半期連結累計期間におけるセグメント利益又は損失の調整額915百万円および当第３四半期

連結会計期間におけるセグメント利益又は損失の調整額238百万円は、セグメント間取引消去等によ

るものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「日本」セグメントおよび「アジア」セグメントにおいて遊休状態となった事業用固定資産について、帳

簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、当該減

損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては「日本」セグメントで20百万円、「アジア」セグ

メントで64百万円です。

　当第３四半期連結会計期間において新たに発生した事象はありません。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。　　

　

　　

（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

　平成23年９月30日における四半期連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。な

お、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２参照）。

 
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

時価（百万円） 差額（百万円）

(1）現金及び預金 53,576 53,576 －

(2）受取手形及び売掛金 12,229 12,229 －

(3）有価証券及び投資有価証券 58,429 56,328 △2,100

　資産計 124,235 122,134 △2,100

(1）支払手形及び買掛金 3,591 3,591 －

　負債計 3,591 3,591 －

 デリバティブ取引（*） △5 △5 －

（*）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目

については（ ）で示しております。　

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項 

 資　産

(1）現金及び預金、(2）受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。

(3）有価証券及び投資有価証券

　これらの時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融機関等か

ら提示された価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項

「有価証券関係」をご参照下さい。

負　債

(1）支払手形及び買掛金

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。

デリバティブ取引

　注記事項「デリバティブ取引関係」をご参照下さい。

　

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

非上場株式等（四半期連結貸借対照表計上額120百万円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極め

て困難と認められることから、「(3）有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの

　 種類
四半期連結

貸借対照表計上額
（百万円）

時価
（百万円）

差額
（百万円）

時価が四半期連結貸借対照表計

上額を超えるもの

①　社債 1,375 1,885 510

小計 1,375 1,885 510

時価が四半期連結貸借対照表計

上額を超えないもの

①　社債 23,481 20,870 △2,611

小計 23,481 20,870 △2,611

合計 24,856 22,755 △2,100

 

２．その他有価証券で時価のあるもの

　 種類
取得原価
（百万円）

四半期連結
貸借対照表計上額
（百万円）

差額
（百万円）

四半期連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えるもの

①　株式 783 1,475 692

②　債券    

社債 2,095 2,096 0

小計 2,878 3,572 693

四半期連結貸借対照表計上額が

取得原価を超えないもの

①　株式 2,566 1,864 △701

②　債券    

社債 18,504 18,407 △97

③　その他 10,430 9,728 △701

小計 31,501 30,000 △1,501

合計 34,380 33,572 △808

　 

　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

通貨関連（先物為替予約取引および通貨オプション取引）

区分 種類
契約額等
（百万円）　

時価
（百万円）　

評価損益
（百万円）　

市場取引以外の取引
為替予約取引

米ドル売建人民元買建　
465 △5 △5 

合計 465 △5 △5 

　（注）１．期末の時価は、先物相場を使用しております。

　　　　２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引はありません。

　

商品関連（貴金属先物予約取引）

区分　 種類
契約額等
（百万円）　

時価
（百万円）　

評価損益
（百万円）　

市場取引以外の取引 買建 4,896 4,155 △741 

合計 4,896 4,155 △741 

　（注）１．期末の時価は、先物相場を使用しております。

　　　　２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引はありません。
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（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 4,844.22円 １株当たり純資産額 4,982.43円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 125.09円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
―円

１株当たり四半期純利益金額 67.67円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
―円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 4,383 2,370

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 4,383 2,370

期中平均株式数（株） 35,038,096 35,036,822

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 34.24円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
―円

１株当たり四半期純利益金額 3.37円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
―円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 1,199 118

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,199 118

期中平均株式数（株） 35,037,662 35,036,686
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年12月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は、前連結会計

年度末に比べて著しい変動はありません。 

 

　

２【その他】

　第71期（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）中間配当について、平成23年８月12日開催の取締役会にお

いて、平成23年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　(1）配当金の総額　……………………………………… 　1,751百万円

　(2）１株当たりの金額　………………………………… 　50円00銭

　(3）支払請求権の効力発生日及び支払開始日　……… 　平成23年９月16日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年11月15日

マブチモーター株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任
社　　　　員
業務執行社員

 公認会計士 岩瀬　佐千世　　印

 

 
指定有限責任
社　　　　員
業務執行社員

 公認会計士 打越　　隆　　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマブチモーター株式

会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平

成22年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マブチモーター株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以　上　　

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月14日

マブチモーター株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任
社　　　　員
業務執行社員

 公認会計士 岩瀬　佐千世　　印

 

 
指定有限責任
社　　　　員
業務執行社員

 公認会計士 打越　　隆　　　印

　

　
指定有限責任
社　　　　員
業務執行社員

 公認会計士 高田　 慎司 　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマブチモーター株式

会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平

成23年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マブチモーター株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以　上　　

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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